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はじめに 

アラサキガンガゼ Diadema clarki  

Ikeda,1939 は，ガンガゼ目ガンガゼ科に属

するウニである．D. clarki は記載された翌

年に，当時の棘皮動物の分類における世界

的権威であったモルテンセンによってガン

ガゼ D. setosum の変異とされたため，有効

名として扱われなかった（張，2019）．その

ため日本沿岸に生息するガンガゼ属

（Diadema）のウニはガンガゼとアオスジ

ガンガゼ D. savignyi の２種であると考え

られてきた．しかし，Chow et al.（2014）

により，長らくアオスジガンガゼと呼ばれ

ていたガンガゼ属のウニの中に，遺伝的に

アオスジガンガゼやガンガゼとは異なる種

（Diadema sp.）が含まれていることが明

らかとなった．この Diadema sp.には５つ

の表現型（タイプⅠ～Ⅴ）が認められたが，

その中でも主要な表現型であるタイプⅠは，

Chow et al.（2016）により D. clarki に対

応することが示され，さらに遺伝的にタイ

プⅠ～Ⅴが同一種であることから，D. 

clarki に対してアラサキガンガゼの和名が

付けられた．それまでは多くの図鑑や論文

で色彩の類似からアオスジガンガゼと記載

されてきたが，本州産の個体はほとんどが

アラサキガンガゼである（張，2019）． 

アラサキガンガゼの分布は九州南端～相

模湾，石川県以南とされており（田中ら，

2020），富山県での確認はなかった．しかし，

2019 年 12 月と 2021 年 11 月に富山県魚津

市地先でアラサキガンガゼを確認したので，

富山県初記録として報告する． 

 

記録 

 2019年12月13日に富山県魚津市本町地

先（図 1）で，スキューバ潜水による海洋

生物調査を実施した際に，岸から沖合約

15m・水深約５m の地点に設置されたコン

クリート製消波ブロックの側面にいるガン

ガゼ属のウニを２個体確認し，そのうちの

1 個体を撮影した（図２）．写真で，肛門部

には明色帯がなく，間歩帯に Y 字型の青線

があり，その Y 字型の青線の V 部分の間に

は白点がなく，Y 字型青線の I 部分の 2 本

線は平行線ではなく，その間が赤褐色であ

図１ 確認地点． 
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るという特徴が，張（2019）のアラサキガ

ンガゼ（タイプⅠ）と一致した．この個体

がアラサキガンガゼの富山県初記録である． 

さらに，2021 年 11 月 15 日にも魚津市本

町地先の岸から沖合約 10m・水深約３m の

海底に設置されたコンクリート製ブロック

の隙間で，ガンガゼ属のウニ 1 個体を採集

した（図３Ａ・Ｂ）．本個体は，肛門部に明

色帯がなく，間歩帯に Y 字型の青線があり，

その Y 字型の線の I 部分の２本線は平行線

ではなく，さらに間歩帯に白点がないとい

う特徴が，張（2019）のアラサキガンガゼ

（タイプⅡ）と一致した．本個体は，本報

の執筆時点では魚津水族館において飼育中

であり，死亡した際には標本とする予定で

ある． 

 

考察・まとめ 

今回確認されたアラサキガンガゼは， 11

と 12 月に確認され，殻径はいずれも 10 ㎜

程度と小型であったことから，当歳個体と

考えられた．また，魚津市本町地先では，

著者らが通年でスキューバ潜水調査を行っ

ているが，１月～10 月の調査ではアラサキ

ガンガゼが確認されていないことから，当

地先ではまだ越冬していないと推測される． 

ガンガゼ類の越冬可能水温の閾値は10～

11℃とされており（海洋生物環境研究所，

2012），丹羽ら（2020）は神奈川県横須賀

市地先では冬季の最低水温が 11℃を下回る

ことがなくなったことで，ガンガゼ類の密

度が増加したと報告している． 

気象庁（2021）によると，日本海中部海

図２ アラサキガンガゼ（2019年 12月

13日撮影）．an:肛門，ia:間歩帯． 

図３ アラサキガンガゼ（2021 年 11 月 15

日撮影）．A：海中で確認時，B：当館で撮影． 
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域における海面の年平均海水温の上昇率は

＋1.80℃/100 年であり，特に冬季（１～３

月）の海水温上昇率は＋2.45℃/100 年とな

っており，海水温は年々上昇している．今

後，日本海の海水温がさらに上昇すれば，

富山湾に加入するアラサキガンガゼの個体

数が増えることや，さらには富山湾で越冬

し定着することが危惧される．ガンガゼ属

のウニは磯焼けの原因の一つと考えられて

おり（倉島ら，2014；石川ら，2017；武田・

玉井，2018 など），富山湾沿岸海域に定着

すると磯焼けを引き起こし，漁業などへ影

響を及ぼす可能性がある．今後も情報を集

め，本種の富山湾沿岸における生息状況の

動向に注目していきたい． 
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